
［教育目標：めあてをもってねばり強く努力しよう］
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ゆずり葉の季節
学校長 槙田博之

長かった２学期も今日で最終日となりました。
夏の暑さの残る体育祭から始まり、雨上がりの秋空のもとでの全校登山、みんなの作品や歌

声に触れた文化祭・合唱コンクールなど大きな行事が続きました。その中のいろいろな場面で、

今年は「絆」ということを意識し、深めるように努めてくれたと思います。生徒会が中心とな

って皆さんの千羽鶴で作った「絆」の文字がその象徴でした。

３年生が中心となってなってすすめてきた諸活動も、１２月に行われた生徒会選挙で新しい

生徒会役員が決まり、新年に向けて代替わりの時期を迎えます。

代替わりを象徴する新年の飾り物として「ゆずり葉」があります。ゆずり葉は春に枝先に若
葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉します。その様子を親や先輩が子や後輩を育
てて代々続いていく様子に見立ててお正月の縁起物のひとつとなっています。

学校の代替わりでも、ゆずり葉のように役割をきちんと終え、次の若葉にバトンタッチして

いくようにしたいものです。

３年生は年が明けると中学校への登校日数は残り４０日ほどです。
学年目標に掲げた「有終の美」をこの期間にぜひ実現してほしいと
願っています。これからは大きな行事はありませんが、残り少ない
毎日の授業、毎日の活動にしっかりと取り組み、普段の姿で後輩に
道を示してくれることを期待しています。それが３年生一人一人の
進路の実現にもつながります。

２年生は中堅学年としてのしめくくりです。学年目標とした「全
力疾走～けじめをつける最強・最高の学年～」を実現して中堅学年
としての在り方を示してください。

１年生は目標とした「一致団結～心を一つに～」を実践して、あ
んな先輩になりたいという手本を示せるよう期待しています。

学校だより

バレーボール部△

下越新人大会３連覇 △

11月26日、27日に行われた下越地区新人バ
レーボールフェスティバル（地区新人大会）
でバレーボール部が見事優勝、下越新人大会
３連覇を達成しました。

１回戦 ２－０ 五泉川東中
２回戦 ２－０ 豊浦中
３回戦 ２－０ 猿橋中
準決勝 ２－０ 五泉中
決 勝 ２－０ 五泉北中
この結果、来る１月14日、15

日に出雲崎町町民体育館で行われる県中学校
バレーボール選抜優勝大会（県新人大会）に
出場します。

昨年、一昨年に続き北信越大会への出場権
獲得を目指し健闘を祈ります。△

県選抜で全国へ △

また、12月25日から大阪
で行われる全国都道府県対
抗バレーボール大会に次の
２人が県選抜チームの一員
として出場します。

３年 川崎 喜恵 さん
３年 原 京香 さん

～ 生徒会新役員決まる ～
来年度の生徒会をリードする新役員が決定

しました。
選挙公約の要約とともに紹介します。

○ 生徒会長 山崎 寛人 さん
学年の壁を越えてみんなで協力できる学

校を目指します。
○ 副会長 田村 瑠偉 さん

みんなが楽しく過ごすことのできる気持
ちのよい学校を目指します。

○ 副会長 久世 成美 さん
学年の枠を越え、絆が深まる乙中にして

いきたいと思います。
○ 書記長 佐久間 泉妃 さん

一人一人が楽しく学校生活を送られるよ
うな活動を考えていきたいです。



終業式で２学期の全校学力テストで頑張った ＜課題提出完璧賞＞

生徒を表彰しました。 １年 榎本拓磨、小川晃弥、河内有里紗、

今まで何回かお伝えしたとおり、前の週に出 河内光輝、齋藤拓海、菅原恵理、

た課題を家でやり次の週の初めに提出して、そ 菅原早貴、菅原梨南、中西伶菜、

の範囲のテストを受ける繰り返しで家庭学習の 花野美咲、山本紗那、渡邊彩香

定着を図ろうと取り組んでいます。 ２年 石塚拓海、貝沼光、白坂千秋、

表彰したのは２学期の全１３回の全回合格者 久世成美、長谷川未波、佐久間泉妃

に金賞（全校で３７人）、１０～１２回の合格 ３年 五十嵐大樹、石塚愛、井上智恵、

者に銀賞（全校で３６人）を贈りました。 小泉滉一、齋藤日和、本田みのり

また、１３回すべてで課題を完璧に提出した 今井宏樹、大田真澄、川崎喜恵

生徒には課題提出完璧賞（全校で３３人）を贈 桐生彩、小林遥、佐藤洸太、

りました。 松浦澪奈、渡邊圭祐、渡邊裕人

＜１月の主な予定＞＜１月の主な予定＞＜１月の主な予定＞＜１月の主な予定＞
1/ 6(金) ３年実力テスト

10(火) 始業式 １学期末に引き続き保護者アンケートへの

11(水) 新発田中央高校推薦入試 ご協力ありがとうございました。

12(木) 新発田中央高校専願・併願入試 アンケート結果については、後日、学校だ

13(金) 全県学力テスト⑧ よりで概要を紹介します。

14(土) バレーボール新人県大会(～15) また、いただいたご意見等

19(木) 人権教育、同和教育研究授業 については、職員で共有して

20(金) 英語検定 問題の解決や今後の指導に生

27(金) 生徒総会 かしていきます。今後もご協

31(火) ３年三者面談(～2/1) 力をよろしくお願いします。

県教育委員会では全国の人権週間に合わせて人権教育強調週間（12/4～10）を設けていま
す。乙中学校では、この期間に「いのち 愛 人権」胎内展の見学や人権講演会を行って人権
について学び考えました。以下、生徒の感想(要約)を紹介します。

＜いのち 愛 人権＞胎内展見学 ＜人権講演会＞
12月5日(月)に全校で見学に行ってきまし 12月7日(水)に人権擁護委員の神田英俊さ

た。産業文化会館の３つの部屋に展示されて ん他２名から「『大切ないのち』これまで大
いたパネル資料や解説のお話を聞き、人権に 切に育んできたいのちについてのお話」と題
ついての学習を深めました。 して講演していただきました。

人権について学び考えました
～人権教育強調週間（12/4～10）の取組～

○ 私は胎内展に参加してたくさんのことを学
ぶことができました。差別やいじめで命を絶
った人の思いや苦しみが伝わってきました。
何があっても差別やいじめは決してしてはな
らないと思いました。(１年 菅原恵理）

○ ぼくは今日の講演をきいて人権というこ
とはどんなものなのかよく実感できた。特
にみんなちがうけどみんないい、みんな同
じなんだということに感動しました。 (１
年 河内 潤）

○ 今日の講演会で、差別だと思わずに使っ
ていた言葉が差別の言葉になってしまうこ
とがあるということが分かりました。しっ
かり考えて発言するようにしていきたいで
す。(後略)(２年 齋藤真琴)

○ 当たり前だと思っていることがいつの間
にか人権侵害になっていることがあるんだ
なあと思いました。また、命はとても大切
で尊重されるべきものであることを改めて
感じました。(３年 河内準揮)

○ 私は「差別は人が作るものだな」と思いま
した。被差別部落の人たちは優れた人だった
のに差別されていておかしいと思います。む
しろ尊敬しなきゃいけないのじゃないかと思
いました。(２年 今井春花)

○「差別」と言ってもいろいろな形の差別が
あることを知りました。学校などでのいじめ
は、人と自分は違って完璧な人はいないのに
と思い、そこを理解しなくてはだめなんだな
あと思いました。（３年 齋藤日和)

保護者アンケート
ありがとうございました。

全校学力テスト 2学期のがんばりを表彰しました


